
コンロを使うときは火のそ
ばを離れない。

☆１０月１７日（月）１０：００～１１：００

☆期間中、広報車が町内の巡回を行います。

火災を小さいうちに消
すために、消火器等
を設置し、使い方を
確認しておく。

火災の拡大を防ぐため
に、部屋を整理整頓し、
寝具、衣類及びカーテン
は、防炎品を使用する。

☆　６　つ　の　対　策　☆

① ② 火災の早期発見のため
に、住宅用火災警報器
を定期的に点検し、１０
年を目安に交換する。

火災の発生を防ぐため
に、ストーブやコンロ等
は安全装置の付いた
機器を使用する。

 

住宅防火　いのちを守る　10のポイント！
☆　４　つ　の　習　慣　☆

① ② ③
④

ストーブの周りに燃えや
すいものを置かない。

寝たばこを絶対にしな
い。させない。

コンセントはほこりを
清掃し不要なプラグ
は抜く。

火災予防パレード（消防車両による市街地パレード）

防火防災訓練への参
加、戸別訪問などによ
り、地域ぐるみの防火対
策を行う。

お年寄りや身体の不自
由な人は、避難経路と避
難方法を常に確保し、備
えておく。

③ ④

⑥⑤

『 お出かけは マスク戸締り 火の用心 』

紋別地区消防組合消防署滝上支署・紋別地区消防組合滝上消防団
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　住宅用火災警報器は、古くなると電子部品の寿命や電池切れなどで、火災を感知しなくなることが
　あるためとても危険です。１０年を目安に交換しましょう。

　◎　電池がきちんとセットされているかご確認ください。

　◎　それでも鳴らない場合は、「電池切れ」か「本体の故障」
　　　ですので、付属の取扱説明書をご覧ください。

　　　 また、「電池切れ」や「本体の故障」の場合は、速やかに
　　 　電池や機器本体の交換をお願いします。

住宅防火診断表
チェック項目 答え

Ｑ１ 洗濯物など暖房器具の上で干したりしていない。 はい いいえ

Ｑ２ 子どもの手の届くところにマッチやライターを置いていない。 はい いいえ

Ｑ３ 冷蔵庫のコンセントなど、普段隠れているところも掃除している。 はい いいえ

Ｑ４ 防炎製品を使用している。 はい いいえ

Ｑ５ 寝たばこはしていない。 はい いいえ

Ｑ６ 料理中にガスコンロやＩＨのそばを離れる時は必ず火を消している。 はい いいえ

Ｑ７ ガスコンロやＩＨの周りは、いつも整理整頓している。 はい いいえ

Ｑ８ 石油ストーブなどは必ず火を消して給油している。 はい いいえ

Ｑ９ タコ足配線はしていない。 はい いいえ

Ｑ１０ 家に住宅用火災警報器がついている。 はい いいえ

Ｑ１１ 家の周りに燃えやすい物は置いていない。 はい いいえ

※この警報音は代表例です。

はい いいえ

Ｑ１３ 家に消火器を備えている。 はい いいえ

Ｑ１２ 暖房器具をつけたまま寝たり、離れたりしていない。

ボタンを押しても（ひもを引いても）作動しないときは、以下のことが考えられます。

Ｑ１４ 寝る前や出かける前に火の元の点検をしている。 はい いいえ

◎対策の見直しが必要な項目があれば、早急な対応をお願いします。

紋別地区消防組合消防署滝上支署・紋別地区消防組合滝上消防団

住宅用火災警報器は、１０年を
目安に交換をおすすめします！

定期的に作動確認し、音を聞きましょう！

ピーピーピー
火事です ※


